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シンガポール・テクノロジーズ・エンジニアリング（STEG） 
成長が期待されるスマートシティ事業に積極投資。地政学リ

スクの高まりによる防衛事業の需要拡大見通し。 
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• 2021/12期2H（7-12月）は売上高が前年同期比12.7％増、EBITが同

13.1％増、純利益が同3.8％増。商業航空宇宙事業が好調だった。 

• 米交通システム大手トランスコアの買収を発表。市場拡大が期待さ

れるスマートシティ事業への投資を積極化させる。 

• 地政学リスクの高まりによる世界的な安全保障戦略の見直しを背景

に、同社の防衛・公共セキュリティ事業に注目が集まる。  
What is the news? 

2/24発表の2021/12通2H（7-12月）は、売上高が前年同期比12.7％増の

40.42億SGD、EBIT（利払・税引前利益）が同13.1％増の3.19億SGD、純利

益が同3.8％増の2.74億SGD。2021年12月末の受注残高は前期末比25.3％増

の193億SGDと堅調に推移。半導体不足やM&A費用、政府支援給付金の減

少等の影響を受けたが、主に商業航空宇宙事業の収益回復が貢献した。 

セグメント別の業績は以下の通り。①商業航空宇宙事業は、売上高が

前年同期比24.6％増の13.29億SGD、EBITが同13.1倍の79百万SGD。主に航

空部品・システム部門の売上高が同50％増だったことが貢献。②都市化

ソリューション・衛星通信事業は、売上高が同5.2％増の6.63億SGD、EBIT

が同71.1％減の15百万SGD。スマートシティ事業が好調だった一方、米国

の交通システム大手トランスコアの買収費用や、政府からの支援給付金

の減少等により減益となった。③防衛・公共セキュリティ事業は、売上

高が同8.4％増の20.51億SGD、EBITが同0.3％増の2.24億SGD。特に海洋部

門の売上高が同30％増加したことが寄与した。 

How do we view this?  

同社は高い成長が見込まれる都市化ソリューション・衛星通信事業へ

の投資を積極化している。2021年10月には、米国で自動料金収受システ

ム（ETC）などの開発・運営から、無線自動識別（RFID）といった最新技

術のノウハウをもつ交通システム大手トランスコアの全株式を、2022年3

月末までに約3,000億円で取得すると発表。さらにブラジルのリオデジャ

ネイロでは、30万本の街灯をセンサーと通信網でつなぐ南米最大のプロ

ジェクトを進める。同社はIT技術を用いて都市インフラ・施設運営の最適

化を目指すスマートシティ事業において、世界市場が2021年の3,400億

USDから、2026年には5,000億USDへ年平均8％の成長を見込んでおり、引

き続き最先端ノウハウの活用によるサービス拡大が期待される。 

また、足元ではロシアによるウクライナ侵攻を受け、世界的に安全保

障戦略の見直しが進むなど、防衛への関心が高まっている。同社の防

衛・公共セキュリティ事業の2021年4Q（10-12月）は、シンガポールや米

国を中心に受注が堅調であり、米海軍の宿泊艦や、巡視船、砕氷船など

様々な船舶修理および造船契約を獲得。地政学リスクの高まりを背景に

同社の防衛機器・技術に一層注目が集まろう。 
 

 
 

業績推移 ※参考レート　1SGD=91.03円

事業年度 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12F 2023/12F

売上高（百万SGD） 7,868 7,158 7,692 8,750 9,393

当期利益（百万SGD） 577 521 570 584 660

EPS（SGD） 0.18 0.17 0.18 0.19 0.21

PER（倍） 23.11 24.47 23.11 22.13 19.81

BPS（SGD） 0.71 0.74 0.77 0.81 0.87

PBR（倍） 5.86 5.62 5.40 5.14 4.78

配当（SGD） 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15

配当利回り（%） 3.61 3.61 3.61 3.61 3.61

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.15 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 4.16

会社概要

企業データ（2022/3/29）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2022/3）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 49.86

2.CAPITAL GROUP COMPANIES INC 4.97

3.ブラックロック 1.80
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1967年にチャータード・インダストリーズ・オブ・シンガ
ポールとして設立。シンガポール政府系投資会社のテマセ

ク・ホールディングスが50％弱の持株比率となる筆頭株
主。アジアでも有数の防衛・総合工学企業であり、航空宇

宙、電子機器（エレクトロニクス）、着陸システム（ランド・シ
ステム）、海洋船舶を主要4事業セグメントとする。2019年に
米航空部品のMRAシステムズのほか、米国の衛星ネット

ワーク管理ソリューションを提供するグロウリンク、および
ベルギーの通信衛星関連企業のニューテック・グループを

買収した。
①商業航空宇宙事業は、主に「航空宇宙機の整備」、

「航空部品およびシステム」、「航空資産管理」の3グループ
から成る。

②都市化ソリューション・衛星通信事業は、主に「都市
化ソリューション」、「衛星通信」の2グループで構成される。
③防衛・公共セキュリティ事業は、主に「海洋船舶」、

「地上輸送」、「デジタルシステムおよびサイバー」「防衛航
空宇宙」の4グループがある。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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